
ココロ豊かに、いろんなことを学んでいます！
４/５「福住保育所入所式」から

　福住保育所で入所式が行われ、新たに２歳児１

名、３歳児１名を迎え、園児は１３名になりました。

　お兄さん、お姉さんも新たな気持ちで新年度ス

タートです！

224 29 5 1

３月定例会のあらまし
行政報告・補正予算など ……………………………２Ｐ

情報共有と政策提案の拡大を目指して
議会報告会・意見交換会を開催 ………………１６Ｐ

一般会計13年ぶり110億円超
新年度予算審議 ………………………………………４Ｐ

こんなことを聞きました

一般質問 ９人登壇 ……………………………７Ｐ

広報の発行は、５月・８月・11月・２月の年４回です。
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新年度予算・屋内多目的運動場整備基金の設置などを審議

　株式会社太陽グループ代表取締役社長　東原俊郎様から100万円、北見東京電波株式会社様か
ら美幌工場跡地の町内美禽315番地など16,192.56㎡（固定資産税評価額28,288,402円）をご寄附・
ご寄贈いただきました。ご厚志をありがたくお受けし、ご趣旨に沿って活用していきます。

◆ご寄附について

　冬期間における室内を利用した健康増進やスポーツ練習場の確保について多くの意見・要望が
出されていることから、ゲートボール場としての利用をはじめ、町民の健康増進とスポーツ振興
が図られる施設として、屋内多目的運動場整備を進めていきたいと考えています。

◆スポーツ施設の整備について

【退職】

【採用】

３月３１日：高正光春　医師（常勤医　消化器内科、副院長）
３月３１日：杉浦有重　医師（常勤医　総合診療科）
４月　１日：横山康弘　医師（常勤医　外科）

　下記のとおり医師退職及び採用が決定しました。今後は常勤医師９名の
診療体制により質の高い医療サービスの提供を努めるとともに、引き続
き、地域医療を守る観点から眼科医師の常勤化や産婦人科医師の招へいな
ど、将来を見据えた医師確保対策に取り組んでいきます。

◆美幌町立国民健康保険病院の医師退職及び医師確保について

【７日】会期を１７日間と決定し、町長から行政報告を受けた後、農業委員会委員の任命、基金
条例の一部改正など、２８年度関連議案を審議し、原案どおり可決しました。続いて、２９年度
関連議案を一括上程し、町政執行方針と教育行政執行方針が示された後、議員１名（上杉）が一
般質問に登壇。室内多目的運動場整備などについて活発な議論が交わされました。
【８日】議員６名（戸澤・中嶋・坂田・稲垣・吉住・大江）が一般質問に登壇。町道等の舗装
化、在宅子育て支援ポイント制度の導入、スマホ育児、地域おこし協力隊、スケートリンク場の
整備、通院医療費助成の拡大などについて活発な議論が交わされました。
【９日】議員２名（高橋・岡本）が一般質問に登壇。観光政策の展望、災害時のトイレなどにつ
いて活発な議論が交わされました。その後、各担当部長から新年度関連議案について説明を受け
ました。
【10､13日】９日に続き各担当部長から新年度関連議案について説明を受けた後、各議員が新年
度予算案に対する疑問点を整理しました。
【14､15日】議決休会とし、各議員が疑問点を整理し、資料を要求したものに対して、関係部局
が資料を作成しました。
【16､17､21､22日】新年度予算案など議案に対する質疑を行いました。
【23日】開会後、休憩し、会派等審議を行った後、新年度関連議案の表決が行われ、全て原案ど
おり可決しました。その後、専決処分など５件の報告を受け、各常任委員会からの「閉会中の継
続調査」の申し出を承認し、全日程を終了し閉会しました。
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専決処分とは･････

　予算や条例など町長が議会の議決を経ず
に自らの権限で決めること。緊急時で議会を
招集する時間がない場合のほか、議会が議決
すべき議案を議決しないといった時や議会
の権限に属する軽易な事項で、議決により特
に指定したものについても、専決処分をする
ことができます。

平成28年度補正予算（一般会計・4特別会計・2事業会計）は全て
原案どおり可決しました。主な補正内容は次のとおりです。

選任・任命の同意により、次の方々に決まりました。

各会計補正額と補正後の総額

専決処分の承認（補正予算）

補 　 正 　 予 　 算

人事案件（オホーツク町村公平委員会委員・美幌町農業委員会委員）

１７２万５千円
５２万５千円

４千２５８万８千円

○リリー山スキー場圧雪車修繕
○固定資産税訴訟弁護業務委託料
○町道除排雪事業費の追加

について急を要したことによる専決処分を承認しました。

○役場庁舎改築基金積立金
○屋内多目的運動場整備基金積立金
○中央保育所財産処分（転用）に係る国庫納付金
○中体連大会参加等負担金の追加

２億円
１億４４５０万１千円

２０８万６千円
２９２万２千円

○国民健康保険特別会計は、受診件数の減少に
　伴う療養給付費の減額補正
○介護保険特別会計は、利用者増加に伴う施設
　介護サービス給付費の増額補正
○公共下水道特別会計は、建設事業費の確定に
　伴う減額補正
○個別排水処理特別会計は、個別浄化槽設置工
　事費の確定に伴う減額補正
○水道事業会計は、水道管路整備事業の確定に
　伴う減額補正
○病院事業会計は、医療機器更新事業の確定に
　伴う減額補正

■オホーツク町村公平委員会委員
　田村　昌文氏　（再）　置戸町字北光９５番地の１３３

■美幌町農業委員会委員
　小林　勝義  氏　（再）　瑞治１１９番地
　大西　政雄  氏　（再）　豊幌９８番地の８
　千葉　正美  氏　（再）　高野１７５番地の１
　白石　　愛  氏　（再）　駒生３１７番地の１２４
　松本　訓宜  氏　（再）　美富４３０番地
　日並　　洋  氏　（新）　日並７７番地
　東砂　裕理  氏　（再）　福住６５５番地
　佃　　　徹  氏　（新）　昭野３７１番地
　西　　　学  氏　（新）　福住３６４番地
　中村寿恵子  氏　（新）　報徳３１６番地の７

　加藤　安弘  氏　（再）　田中８２８番地
　根塚　信義  氏　（再）　美禽５５番地の２
　鈴木　幸往  氏　（再）　報徳２０７番地の９
　木村　勝彦  氏　（新）　稲美２６３番地の２
　寺本　恵二  氏　（新）　稲美１５３番地の２
　日下　　優  氏　（再）　豊富４９７番地
　日並　一三  氏　（新）　東町１丁目１０４番地の１８
　小泉　豊和  氏　（新）　美禽３５３番地
　齋藤　一男  氏　（新）　栄森３８番地の９５
　重清　幸良  氏　（新）　美禽１９７番地の４

会　　計　　名 補正額 補正後の総額

一 般 会 計 ９,０１６万円

△４,８１９万円

２７３万円

△１億５３６万円

１０７億１,２３６万円

３１億２,２５９万円

１７億２,２２６万円

１０億８,０９２万円

７億４,７６６万円

２４億５,２９１万円

８,６３５万円△２９６万円

△２,９９７万円

△２,５７８万円

国民健康保険特別会計

公共下水道特別会計

個別排水処理特別会計

水 道 事 業 会 計

病 院 事 業 会 計

介護保険特別会計

（第12号）

（第５号）

（第４号）

（第４号）

（第３号）

（第４号）

（第４号）

※（　　）内は、補正回数
※金額は、万円未満を切り捨てて表示しています。
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〜美幌峠レストハウス〜

〜いなみ北公園〜

〜美幌アスパラうどん〜

〜美幌陸上クラブ＆クロカン少年団〜

〜美幌高校〜

8,330万3千円 5億739万4千円

13億6,278万円

4億7,063万5千円

19億3,503万9千円

（0.4％） （9.5％）

（13.7％）

（82.8％）

11億159万6千円 （△3.3％）

13億2,913万5千円 （△3.3％）

100万円 （0.0％）

110億5,274万5千円 （9.8％）

（△2.4％）

1億6，744万1千円

481万7千円

9億6,092万6千円

1，081万1千円

261万6千円

135万円

5,000万円

（△6.3％）

（△1.9％）

913万7千円

288万円

800万円

256万円

（5.8％）

（0.1％）

（4.1％）

390万円

425万円

800万円

620万7千円

1億2，522万9千円

4億5,155万5千円

9億212万7千円

3,294万5千円

5億2,590万3千円

23億4,933万3千円

◆庁舎耐震診断委託料

◇つなげる・つながる商店街事業補助金

◇美幌峠雲海予測委託料

◇除雪対策事業

◆消防庁舎改築基本構想・基本計画策定業務委託料

◇町民会館改築事業費

◆スポーツセンター耐震化実施設計委託料

◇美幌峠レストハウス２階改修工事

◆子ども発達支援センター移転改修工事実施設計委託料

◇レディース検診委託料

◆豊高第２地区農地整備事業分担金

◆美幌日並地区草地整備事業分担金

◆後期高齢者歯科健診委託料

◇子どものための教育・保育給付費負担金

◆東町集会室建替実施設計委託料

◆防犯灯等ＬＥＤ化調査委託料
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8
７
１
万
円
︶

　
　
工
事
内
容
は
�

　
　
子
ど
も
の
利
用
頻
度
の

高
い
�い
な
み
北
公
園
�あ
お

や
ま
南
公
園
�ひ
が
し
ま
ち

公
園
の
複
合
遊
具
を
更
新
す

る
�遊
具
の
選
定
に
つ
い
て

は
�３
つ
の
小
学
校
を
対
象

に
ア
ン
ケ
�
ト
調
査
を
実

施
し
て
い
る
�

美
幌
高
等
学
校
農
業
科

間
口
対
策
補
助

︵
１
２
０
万
円
︶ 

　
　
内
容
及
び
補
助
予
定

人
数
は
�

　
　
間
口
対
策
と
し
て
�町

外
の
生
徒
の
保
護
者
に
対
し

て
就
学
費
用
の
一
部
10
万
円

を
入
学
時
に
補
助
す
る
�対

象
者
は
12
名
を
見
込
ん
で
い

る
�

 

全
国
全
道
競
技
大
会
選
手

派
遣
補
助︵
３
０
０
万
円
︶

　
　
拡
大
す
る
補
助
内
容

は
�

　
　
本
町
の
ス
ポ
�
ツ
選
手

の
さ
ら
な
る
活
動
の
促
進
と

選
手
・
指
導
者
へ
の
支
援
を

強
化
す
る
た
め
補
助
率
を
引

き
上
げ
る
�
補
助
率
は
�
ス

ポ
�
ツ
少
年
団
選
手
の
全
国

大
会
出
場
経
費︵
交
通
費
�宿

泊
費
︶を
1/2
か
ら
2/3
に
引
き

上
げ
る
等
と
な
�
て
い
る
�

地
産
地
消︵
食
育
︶

推
進
事
業︵
６
０
万
円
︶

　
　
事
業
目
的
と
内
容
は
� 

　
　
町
内
で
生
産
加
工
さ

れ
た
食
材
を
活
用
し
�地
産

地
消
と
併
せ
て
食
育
の
推

進
を
図
り
た
い
�学
校
給
食

と
し
て
�美
幌
産
ア
ス
パ
ラ

う
ど
ん
�美
幌
ト
マ
ト
パ
ス

タ
�び
ほ
ろ
豚
ジ
ン
ギ
ス
カ

ン
を
提
供
す
る
� 

医
師
・
看
護
師
紹
介

手
数
料︵
４
４
２
万
円
︶

　
　
積
算
内
容
は
�

　
　
非
常
勤
医
師
︵
麻
酔

科
医
師
等
︶
の
賃
金
及
び

看
護
士
の
想
定
年
収
の

20
％
を
紹
介
会
社
に
支
払

う
内
容
と
な
�
て
い
る
�   



「パークゴルフ場及び室内ゲートボール場整備基金」を廃止し、
「屋内多目的運動場整備基金」を設置

〜中央保育所〜

基  金  と  は

　財政運営を計画的に行うため、あるいは特定の
目的のために資金を積み立てるもので、家計にお
ける預貯金に相当するものです。
　積み立てられた資金やその運用利子は、様々な
事業の財源として活用しており、現在、財政調整基
金、福祉基金、ふるさとづくり基金など１６種類の
基金を管理しています。

一  般  質  問  と  は

　一般質問は定例会において、議員が町政全般にわたり
執行機関（町や教育委員会など）に対し、事務執行の状況
や将来に対する方針の考え方、疑問点などについて質問
するものです。一般質問は議員固有の権限の一つで、議
案審議とともに議会活動の中にあって最も重要なもの
であり、行政の執行を監視し、建設的に政策を論議する
ことで、公正な行政を確保するものです。

■
上
杉
　
晃
央
議
員･･･････

７
頁

　
①
室
内
多
目
的
運
動
場
整
備

　
②
ボ
ラ
ン
テ
�
ア
人
材
の
確
保
対
策

■
戸
澤
　
義
典
議
員･･･････

８
頁

　
①
町
道
等
の
舗
装
化

　
②
町
民
相
談
窓
口

　
③
職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア

■
中
嶋
　
す
み
江
議･･･････

９
頁

　
①
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成

　
②
在
宅
子
育
て
支
援

ポ
イ
ン
ト
制
度
の
導
入

　
③
高
校
受
験
生
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

■
坂
田
　
美
栄
子
議
員･････

10
頁

　
①
ス
マ
ホ
育
児

　
②
が
ん
の
生
存
率
を
高
め
る

取
り
組
み

　
③
子
育
て
支
援

　
④
2
0
1
8
年
か
ら
変
わ
る

英
語
教
育

■
稲
垣
　
淳
一
議
員･･･････

11
頁

　
①
除
雪
事
業

　
②
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
③
ス
ポ
�
ツ
専
門
職
員
の
登
用

■
吉
住
　
博
幸
議
員･･･････

12
頁

　
①
ス
ケ
�
ト
リ
ン
ク
場
の
整
備

　
②
建
設
行
政

9

　平成２９年３月定例会では、６件の条例制定・改正、１件の規約変更を審議し原案どおり可決しました。ここで
は、主な条例改正についてお知らせします。

■美幌町基金条例の一部改正

　パークゴルフ場の整備完了及び、ゲートボール場

としての利用など幅広く利用できる屋内多目的運

動場の整備を図るため、「パークゴルフ場及び室内

ゲートボール場施設整備基金」を廃止し、新たに「屋

内多目的運動場整備基金」を設置しました。

　また、竣工から５６年が経過した役場庁舎改築資

金の準備のため、新たに「役場庁舎改築基金」を設置

しました。

■美幌町季節保育所条例の一部改正

　中央保育所（仲町１丁目１４２番地の６９）の閉

所に伴い、その施設を子ども発達支援センターと

して利活用するため条例を改正しました。

224平成２９年５月１日発行

■
大
江
　
道
男
議
員･･･････

13
頁

　
①
通
院
医
療
費
助
成
の
拡
大

　
②
学
校
給
食
費
の
助
成

　
③
住
宅
等
耐
震
改
修

■
高
橋
　
秀
明
議
員･･･････

14
頁

　
①
観
光
政
策

■
岡
本
　
美
代
子
議
員･････

15
頁

　
①
災
害
時
の
ト
イ
レ
整
備

　
②
男
性
の
不
妊
治
療

　
③
美
幌
高
校
の
支
援



運
動
場
整
備

屋
内
多
目
的
運
動
場
の
着
工
時
期
は

平
成
３１
年
度
に
は
建
設
に
着
工
し
た
い

ボ
ラ
ン
テ
�
ア
人
材

現
状
と
確
保
対
策

会
の
メ
ン
バ
�
も
同
行
し
て
意

見
を
把
握
し
た
方
が
良
い
と
思

う
が
ど
う
か
�

　
　
近
隣
市
町
村
の
施
設
で
あ

れ
ば
�検
討
委
員
も
同
行
す
る

こ
と
も
可
能
だ
と
思
う
の
で
�

多
く
の
目
で
見
て
�検
討
会
議

の
中
で
協
議
し
て
い
き
た
い
�

　
　
ボ
ラ
ン
テ
�
ア
団
体
会
員

の
高
齢
化
が
進
み
�会
員
の
減

少
�役
員
の
な
り
手
が
い
な
い

な
ど
�組
織
運
営
に
も
大
き
な

支
障
を
来
し
て
い
る
�町
主
催

の
各
種
事
業
に
従
事
す
る
ボ
ラ

ン
テ
�
ア
の
現
状
を
ど
の
よ
う

に
把
握
し
て
い
る
の
か
�ま
た
�

不
足
す
る
ボ
ラ
ン
テ
�
ア
人
材

の
確
保
対
策
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
�

　
　
社
会
福
祉
協
議
会
が
運
営

す
る
ボ
ラ
ン
テ
�
ア
セ
ン
タ
�

に
お
い
て
�ボ
ラ
ン
テ
�
ア
人

材
の
育
成
や
活
動
の
援
助
を

行
�
て
い
る
�ボ
ラ
ン
テ
�
ア

の
現
状
は
�社
会
福
祉
協
議
会

の
調
査
に
よ
る
と
�団
体
で
26

団
体
�実
人
員
で
７
６
３
人
�平

均
年
齢
が
６
８.
５
歳
と
な
�

　
　
ス
ポ
�
ツ
団
体
の
意
見
要

望
を
取
り
入
れ
る
ほ
か
�健
康

増
進
と
い
う
面
か
ら
も
高
齢
者

の
ニ
�
ズ
も
取
り
入
れ
な
が

ら
�幅
広
く
利
用
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る

が
ど
う
か
�

　
　
ス
ポ
�
ツ
少
年
団
�学
校

の
部
活
動
な
ど
冬
場
の
活
動
で

の
利
用
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
�高

齢
者
の
健
康
づ
く
り
で
の
利
用

も
考
え
な
が
ら
�民
生
部
と
協

議
し
て
い
き
た
い
�

　
　
類
似
の
屋
内
多
目
的
運
動

場
の
視
察
の
際
に
は
�町
の
職

員
だ
け
で
は
な
く
�検
討
委
員

　
　﹁
パ
�
ク
ゴ
ル
フ
場
及
び

室
内
ゲ
�
ト
ボ
�
ル
場
整
備
基

金
﹂を
廃
止
し
�新
た
に﹁
屋
内

多
目
的
運
動
場
整
備
基
金
﹂を

新
設
す
る
考
え
が
示
さ
れ
た

が
�整
備
は
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
の
か
�

①
基
本
計
画
策
定
�基
本
設
計
�

実
施
設
計
�事
業
着
手
の
ス
ケ

ジ
�
�
ル
は
�

②
基
本
計
画
策
定
の
進
め
方

は
�類
似
施
設
の
視
察
調
査
�町

民
参
加
に
よ
る
意
見
交
換
の
方

法
は
�

③
整
備
候
補
地
選
定
の
考
え
方

は
�

　
　
①
平
成
29
年
度
の
早
期
に

施
設
の
基
本
設
計
と
な
る﹁
屋

内
多
目
的
運
動
場
整
備
基
本
構

想
﹂を
策
定
し
た
い
�そ
の
後
�

平
成
29
年
度
中
に
基
本
設
計
に

取
り
か
か
り
�平
成
30
年
度
中

に
実
施
設
計
を
完
了
さ
せ
�平

成
31
年
度
に
は
建
設
に
着
工
し

た
い
�

②
基
本
計
画
策
定
つ
い
て
は
�

ス
ポ
�
ツ
関
係
団
体
や
少
年
団

本
部
�ス
ポ
�
ツ
推
進
委
員
な

ど
か
ら
な
る
屋
内
多
目
的
運
動

場
検
討
会
議︵
仮
称
︶を
立
ち
上

げ
�体
育
協
会
�少
年
団
�学
校

部
活
動
な
ど
と
意
見
を
交
換
し

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
�ま

た
�類
似
施
設
の
視
察
調
査
に

つ
い
て
は
�中
標
津
総
合
体
育

館
や
オ
ホ
�
ツ
ク
管
内
の
屋
内

運
動
施
設
を
予
定
し
て
い
る
�

③
整
備
候
補
地
に
つ
い
て
は
�

検
討
会
議
で
協
議
す
る
が
�他

の
施
設
と
の
効
率
的
な
連
動
や

管
理
運
営
の
効
率
化
を
考
え
る

と
�既
存
施
設
で
あ
る
ス
ポ
�

ツ
セ
ン
タ
�
周
辺
が
望
ま
し
い

と
考
え
て
い
る
�

〜 北見市端野町サンドーム 〜

て
い
る
�人
材
の
確
保
に
つ
い

て
は
�子
ど
も
達
を
対
象
と
し

た
ボ
ラ
ン
テ
�
ア
ス
ク
�
ル
�

出
前
講
座
の
実
施
に
よ
り
�次

の
ボ
ラ
ン
テ
�
ア
世
代
を
育
成

し
て
お
り
�ボ
ラ
ン
テ
�
ア
セ

ン
タ
�
に
お
い
て
�若
い
母
親

世
代
が
今
後
の
ボ
ラ
ン
テ
�
ア

活
動
の
中
心
と
な
る
よ
う
な
事

業
展
開
を
検
討
し
て
い
る
�町

と
し
て
は
�社
会
福
祉
協
議
会

職
員
の
人
件
費
補
助
や
研
修
会

開
催
の
活
動
協
力
を
後
方
支
援

と
し
て
行
�
て
い
き
た
い
�

　
　
ボ
ラ
ン
テ
�
ア
人
材
の
育

成
は
�社
会
福
祉
協
議
会
の
事

業
で
行
�
て
い
る
と
聞
い
た

が
�町
と
し
て
も
人
材
不
足
と

い
う
共
通
の
認
識
を
持
た
な
い

と
�５
年
後
の
ボ
ラ
ン
テ
�
ア

の
確
保
は
大
変
厳
し
い
状
況
に

な
る
と
思
う
が
ど
う
か
�

　
　
ボ
ラ
ン
テ
�
ア
活
動
に
つ

い
て
�難
し
く
考
え
て
し
ま
う

と
重
く
な
�
て
し
ま
う
�で
き

る
範
囲
の
こ
と
に
取
り
組
む
の

が
�第
一
義
的
だ
と
思
�
て
い

る
�関
係
団
体
と
手
を
携
え
て
�

ボ
ラ
ン
テ
�
ア
活
動
を
支
え
て

い
き
た
い
�

議
員

上
杉

　  
晃
央
議
員

上
杉

　  
晃
央
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町
道
整
備

町
道
等
の
舗
装
化
の
考
え
方
は

私
道
は
砂
利
の
敷
き
均
し
な
ど
の
維
持
管
理
を
行
う

戸
澤

　  
義
典
議
員

戸
澤

　  
義
典
議
員

ヘ
ル
ス
ケ
ア
を
ど
の
よ
う
に

行
�
て
い
る
の
か
�

　
　
労
働
安
全
衛
生
法
の
改
正

に
よ
り
�ス
ト
レ
ス
チ
�
�
ク

制
度
が
義
務
化
さ
れ
た
こ
と
か

ら
�全
職
員
の
４
３
９
名
を
対

象
に
実
施
し
た
�結
果
�受
検
者

３
５
１
名
の
う
ち
�高
ス
ト
レ

ス
者
は
38
名
で
�そ
の
う
ち
６

名
が
医
師
と
の
面
接
指
導
を
実

施
し
た
�今
後
も
制
度
を
円
滑

に
実
施
し
�積
極
的
に
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
を
推
進
し
て
い

き
た
い
�

　
　
ス
ト
レ
ス
チ
�
�
ク
以
外

の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
考

え
方
は
�

　
　
ス
ト
レ
ス
チ
�
�
ク
調
査

で
は
�約
１
割
の
職
員
が
高
ス

ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
�こ
の

こ
と
が
原
因
で
長
期
休
暇
�あ

る
い
は
休
職
に
つ
な
が
る
ケ
�

ス
が
非
常
に
多
い
�話
し
や
す

い
環
境
を
つ
く
り
�風
通
し
の

良
い
職
場
を
つ
く
る
た
め
に

も
�管
理
職
の
声
か
け
運
動
や

安
全
衛
生
委
員
会
の
中
で
年
次

的
に
ど
う
い
�
た
こ
と
を
す
れ

ば
良
い
か
検
討
し
て
い
き
た

い
�

年
見
直
し
を
行
�
て
い
る
�

②
公
共
的
性
格
の
あ
る
私
道
に

つ
い
て
は
�﹁
私
道
取
扱
要
領
﹂

に
基
づ
き
�舗
装
や
側
溝
な
ど

の
整
備
は
行
わ
な
い
こ
と
と
し

て
い
る
�し
か
し
�沿
線
住
民
の

重
要
な
生
活
道
路
で
あ
る
た

め
�除
雪
や
砂
利
の
敷
き
均
し

な
ど
の
維
持
管
理
を
行
�
て
い

る
�

　
　
生
活
道
路
で
は
あ
る
が
�

私
道
の
た
め
�舗
装
整
備
は
行

わ
な
い
な
ど
の
情
報
を
沿
線
住

民
に
明
確
に
示
す
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
ど
う
か
�

庁
者
と
同
じ
廊
下
・
カ
ウ
ン

タ
�
と
な
る
た
め
十
分
で
は
な

い
と
考
え
て
い
る
�今
後
は
�全

て
の
相
談
業
務
に
お
い
て
�別

室
の
相
談
室
で
対
応
を
図
�
て

い
き
た
い
�

　
　
専
門
性
の
高
い
分
野
は
�

担
当
者
の
も
と
に
�相
談
者
を

案
内
す
る
と
の
こ
と
だ
が
�最

初
か
ら
相
談
者
を
相
談
室
に
案

内
を
し
て
対
応
し
て
は
ど
う

か
�

　
　
安
心
し
て
相
談
で
き
る
部

屋
を
確
保
し
て
�複
数
の
担
当

の
連
携
の
中
で
�解
決
を
図
�

て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
�

て
い
る
�

　
　
美
幌
町
職
員
の
メ
ン
タ
ル

　
　
自
治
会
要
望
へ
の
回
答
や

個
人
的
な
相
談
に
つ
い
て
も
現

地
を
見
な
が
ら
�そ
の
都
度
対

応
し
て
い
る
�

　
　
行
政
へ
の
相
談
・
苦
情
を

は
じ
め
�町
民
の
悩
み
�困
り
ご

と
を
解
決
す
る
た
め
の﹁
町
民

な
ん
で
も
相
談
室
﹂は
�十
二
分

に
機
能
を
発
揮
で
き
る
環
境
・

体
制
と
な
�
て
い
る
か
�

　
　﹁
町
民
な
ん
で
も
相
談
室
﹂

を
利
用
す
る
場
合
�担
当
職
員

が
相
談
内
容
を
伺
い
�他
の
部

局
に
関
わ
る
専
門
性
の
高
い
内

容
に
つ
い
て
は
�該
当
す
る
担

当
者
へ
引
継
ぎ
を
行
い
�さ
ら

に
法
律
的
な
専
門
性
が
求
め
ら

れ
る
事
案
に
つ
い
て
は
�無
料

法
律
相
談
を
紹
介
し
て
い
る
�

相
談
業
務
に
お
い
て
�初
め
に

相
談
を
伺
う
際
に
は
�他
の
来

問
　
町
道
等
の
舗
装
化
の
考
え

方
に
つ
い
て
伺
い
た
い
�

①
美
幌
町
の
都
市
計
画
区
域
内

で
生
活
道
路
と
し
て
利
用
さ

れ
�舗
装
化
さ
れ
て
い
な
い
町

道
は
何
�
所
で
�総
延
長
は
ど

の
程
度
か
�ま
た
�町
道
整
備
計

画
の
策
定
状
況
は
�

②
町
道
認
定
さ
れ
て
い
な
い
生

活
道
路
の
舗
装
化
の
考
え
方

は
�

　
　
①
都
市
計
画
区
域
内
の
生

活
道
路
は
�４
６
８
路
線
�延
長

は
１
０
９
km
で
あ
り
�う
ち
未

舗
装
は
�
18
路
線
�２
.

３
km
と

な
�
て
い
る
�ま
た
�町
道
整
備

計
画
は
�町
道
の
路
面
劣
化
に

よ
る
舗
装
補
修
が
喫
緊
の
課
題

と
な
�
て
い
る
こ
と
か
ら
�毎

町

民

相

談

窓

口

環
境
・
体
制
の
現
状
は

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア

現
状
と
対
応
に
つ
い
て

平成２９年５月１日発行



予
防
接
種

乳
幼
児
の
B
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
対
応
は

0
歳
児
へ
の
接
種
が
適
切
に
な
さ
れ
る
よ
う
努
め
た
い

中
嶋

  
す
み
江

中
嶋

  
す
み
江
議
員

る
�引
き
続
き
�魅
力
あ
る
行
事

を
展
開
し
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た

い
�

　
　
文
部
科
学
省
は
�全
国
の

教
育
委
員
会
に
対
し
�イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
な
ど
体
調
を
崩
し
た

生
徒
を
対
象
に
救
済
策
を
求
め

る
特
段
の
配
慮
を
求
め
た
通
知

を
出
し
て
い
る
�美
幌
町
に
お

い
て
�高
校
受
験
生
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
感
染
対
策
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
こ
と
�及
び
新

た
に
取
り
組
む
考
え
は
あ
る

か
�

答
　
美
幌
町
で
は
�予
防
接
種

を
行
う
町
内
医
療
機
関
関
係
者

に
よ
り
�季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
実
務
担
当
者
会

議
を
開
催
し
�安
定
的
な
医
療
�

適
切
な
接
種
が
な
さ
れ
る
よ
う

連
携
を
図
�
て
い
る
�ま
た
�町

広
報
�出
前
講
座
�学
校
長
・
教

頭
会
議
�生
徒
指
導
�保
護
者
説

明
会
に
お
い
て
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
対
策
の
啓
蒙
啓
発
活
動
を
行

い
�感
染
予
防
に
努
め
て
い
る
�

た
�
て
は
�国
の
技
術
的
な
検

討
結
果
に
基
づ
き
決
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
�１
歳
未
満
児

へ
の
定
期
接
種
が
適
切
に
な
さ

れ
る
よ
う
情
報
提
供
に
努
め
て

い
き
た
い
�

　
　
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
で
の

小
児
期
の
感
染
者
は
毎
年
５
０

０
人
前
後
い
る
と
言
わ
れ
て
い

る
�１
歳
児
以
上
の
予
防
対
策

が
必
要
で
は
な
い
か
�

　
　
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
水

平
感
染︵
母
子
間
の
垂
直
感
染

以
外
の
も
の
︶に
つ
い
て
は
�リ

て
い
る
�家
庭
内
保
育
向
け
支

援
の
ポ
イ
ン
ト
事
業
に
つ
い
て

は
�取
り
組
む
予
定
は
な
い
が
�

調
査
研
究
を
進
め
て
い
き
た

い
�

　
　
大
阪
府
松
原
市
で
は﹁
子

育
て
応
援
ポ
イ
ン
ト
事
業
﹂開

始
後
�支
援
施
設
の
利
用
者
が

１.
７
倍
に
増
え
�母
親
の
参
加

意
欲
を
引
き
出
し
て
い
る
�ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
�

答
　
松
原
市
は
�子
育
て
支
援

セ
ン
タ
�
の
利
用
者
数
が
少
な

い
こ
と
も
あ
り
�こ
の
よ
う
な

施
策
を
行
�
て
い
る
と
感
じ
て

い
る
�美
幌
町
の
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
�
に
お
い
て
は
�利
用

者
が
年
間
８,
５
０
０
人
程
度
�

遊
び
の
広
場
に
お
い
て
も
�ほ

ぼ
定
数
は
満
員
の
状
況
で
あ

ス
ク
が
ま
だ
明
ら
か
に
な
�
て

い
な
い
�現
段
階
で
は
�１
歳
ま

で
に
�も
れ
な
く
予
防
接
種
が

受
け
ら
れ
る
形
に
し
て
い
き
た

い
�

　
　
在
宅
で
子
育
て
を
し
て
い

る
世
帯
に
向
け
た
�子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
と
し
て﹁
子
育

て
応
援
ポ
イ
ン
ト
事
業
﹂︵
子
育

て
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
の

講
座
な
ど
に
参
加
す
る
と
図
書

券
・
商
品
券
な
ど
と
交
換
で
き

る
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
る
︶

を
推
進
す
る
考
え
は
な
い
か
�

　
　
現
在
�美
幌
町
で
は
出
生

後
�保
健
師
が
養
育
に
つ
い
て

相
談
に
応
じ
�助
言
そ
の
他
の

援
助
を
行
う
乳
児
家
庭
全
戸
訪

問
事
業︵
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
�

ん
事
業
︶に
よ
り
�母
子
健
康
保

持
と
育
児
不
安
の
軽
減
を
図
�

　
　
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
は
�

乳
幼
児
期
の
１
歳
未
満
に
感
染

す
る
と
持
続
感
染
状
態︵
キ
�

リ
ア
化
︶に
陥
り
や
す
く
�慢
性

肝
炎
や
肝
が
ん
に
な
る
恐
れ
が

あ
る
た
め
�Ｗ
Ｈ
Ｏ︵
世
界
保
健

機
関
︶は
�す
べ
て
の
小
児
が
Ｂ

型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種

を
受
け
る
こ
と
を
推
奨
し
て
い

る
�Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
定
期

接
種
対
象
外
の
乳
幼
児
対
応
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
�

　
　
平
成
28
年
�予
防
接
種
法

の
改
正
に
よ
り
定
期
接
種
が
開

始
さ
れ
�平
成
28
年
４
月
１
日

以
降
に
生
ま
れ
た
０
歳
児
で
�

１
歳
に
な
る
前
に
３
回
の
接
種

を
終
え
る
こ
と
と
な
�
て
い

る
�
定
期
接
種
の
導
入
に
あ

在
宅
子
育
て
支
援

ポ
イ
ン
ト
制
度
導
入
の
考
え
方
は

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

高
校
受
験
生
へ
の
対
応
は
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福
祉
行
政

ス
マ
ホ
育
児
の
悪
影
響
を
啓
発
す
る
取
り
組
み
は

家
庭
環
境
の
変
化
を
認
識
し
子
育
て
支
援
を
推
進
し
た
い

議
員

　
　
親
が
手
を
離
せ
な
い
時
な

ど
に
�
乳
幼
児
を
ス
マ
�
ト
フ

�
ン
で
遊
ば
せ
る
﹁
ス
マ
ホ
育

児
﹂
が
広
ま
�
て
お
り
�
悪
影

響
が
心
配
さ
れ
る
�
子
育
て
中

の
親
に
対
す
る
�
ス
マ
�
ト
フ

�
ン
の
利
用
の
あ
り
方
�
子
ど

も
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
情

報
を
発
信
す
べ
き
と
考
え
る

が
�
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
お
聞
き
し
た
い
�

　
　
日
本
小
児
科
医
会
は
�

﹁
む
ず
が
る
赤
ち
�
ん
に
子
育

て
ア
プ
リ
の
画
面
で
応
え
る
こ

と
は
�
赤
ち
�
ん
の
育
ち
を
ゆ

が
め
る
可
能
性
が
あ
る
�
﹂﹁
ス

マ
�
ト
フ
�
ン
な
ど
を
見
る
時

間
が
長
い
と
視
力
の
発
達
が
妨

げ
ら
れ
る
�
﹂
な
ど
�
ス
マ
�

ト
フ
�
ン
を
使
�
た
育
児
を
見

直
す
提
言
が
示
さ
れ
て
い
る
�

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
�
美
幌

町
で
は
�
４
�
月
�
10
�
月
�

１
歳
６
�
月
�
３
歳
児
健
診
及

び
�
乳
幼
児
相
談
時
に
リ
�
フ

レ
�
ト
を
用
い
な
が
ら
�
ス
マ

�
ト
フ
�
ン
の
適
切
な
利
用
に

つ
い
て
指
導
し
て
い
る
�
多
様

な
メ
デ
�
ア
と
上
手
に
つ
き
あ

�
て
い
け
る
よ
う
啓
発
す
る
と

と
も
に
�
関
係
機
関
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
子
育
て
の
支
援
体

制
の
推
進
に
尽
力
し
て
い
き
た

い
�

　
　
が
ん
は
初
期
で
見
つ
か
�

た
人
ほ
ど
生
存
率
が
高
く
�
検

診
を
定
期
的
に
受
け
る
こ
と
の

重
要
性
が
示
さ
れ
て
お
り
�
が

ん
治
療
の
進
歩
で
生
存
率
が
上

が
�
て
い
る
�
美
幌
町
の
が
ん

検
診
の
受
診
率
向
上
と
が
ん
の

予
防
施
策
に
つ
い
て
�
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い

る
の
か
伺
い
た
い
�

　
　
美
幌
町
で
は
�
疾
病
の
兆

候
を
よ
り
早
期
に
発
見
し
�
早

期
治
療
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的

に
�
各
種
が
ん
検
診
を
実
施
し

て
い
る
�
検
診
料
の
自
己
負
担

額
の
軽
減
に
加
え
�
受
診
し
や

す
い
体
制
整
備
の
た
め
�
子
宮

頸
が
ん
�
乳
が
ん
及
び
大
腸
が

ん
検
診
に
お
い
て
�
５
歳
刻
み

の
一
定
年
齢
の
町
民
に
無
料
ク

�
ポ
ン
を
配
付
し
て
い
る
�
ま

た
�
電
話
や
は
が
き
に
よ
る
受

診
勧
奨
や
新
聞
へ
の
折
り
込

み
�
広
報
�
ホ
�
ム
ペ
�
ジ
の

掲
載
に
よ
り
広
く
周
知
し
�
受

診
率
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い

る
�

　
　
検
診
の
受
診
率
向
上
に
成

果
が
あ
ら
わ
れ
な
い
の
は
�
ど

こ
に
問
題
が
あ
る
と
考
え
る

か
�

　
　
健
康
増
進
計
画
の
ア
ン
ケ

�
ト
で
は
�
﹁
時
間
が
な
い
﹂

﹁
検
診
料
金
が
高
い
﹂
な
ど
の

項
目
が
あ
が
�
て
い
る
こ
と
か

ら
�
集
団
検
診
の
日
曜
日
・
早

朝
実
施
や
検
診
料
の
値
下
げ
を

行
�
て
受
診
率
向
上
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
る
�

　
　
一
時
保
育
・
一
日
預
か
り

が
希
望
ど
お
り
受
け
入
れ
ら

れ
�
親
が
安
心
し
て
働
け
る
支

援
体
制
と
な
�
て
い
る
か
�

　
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
�
で

は
�
保
護
者
の
就
労
に
よ
る
場

合
�
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新

制
度
に
よ
り
�
受
け
入
れ
が
72

日
間
に
拡
大
し
た
�
利
用
す
る

時
間
に
よ
�
て
は
�
人
的
・
物

理
的
に
一
日
４
�
５
人
が
限
度

で
あ
り
�
そ
れ
以
上
の
申
込
み

に
は
保
育
園
と
の
調
整
や
民
間

保
育
事
業
者
を
紹
介
し
�
受
け

入
れ
の
確
保
を
図
�
て
い
る
�

　
　
小
学
５
・
６
年
生
に
導
入

さ
れ
て
い
る
外
国
語
活
動
を
�

２
０
２
０
年
度
か
ら
小
学
３
・

４
年
生
に
前
倒
し
す
る
な
ど
�

英
語
教
育
の
低
年
齢
化
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
が
�
道
内
の
各

小
学
校
に
お
い
て
は
�
英
語
を

指
導
で
き
る
教
員
を
確
保
で
き

る
か
が
課
題
と
な
�
て
い
る
�

美
幌
町
の
今
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
伺
い
た
い
�

　
　
美
幌
町
の
英
語
教
育
の
現

状
に
つ
い
て
は
�
Ａ
Ｌ
Ｔ
︵
英

語
指
導
助
手
︶
を
配
置
し
�
小

中
学
校
及
び
教
育
相
談
室
に
随

時
派
遣
し
て
お
り
�
コ
ミ
�
ニ

ケ
�
シ
�
ン
能
力
の
育
成
や
国

際
理
解
教
育
の
充
実
を
図
�
て

い
る
�

が

ん

検

診

受
診
率
向
上
対
策
は

子

育

て

支

援

一
時
保
育･

一
日
預
か
り

小
学
校
英
語
教
育

今
後
の
取
り
組
み
は

坂
田

  
美
栄
子

坂
田

  
美
栄
子
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除
雪
体
制

除
雪
作
業
の
民
間
委
託
の
考
え
は

委
託
化
に
向
け
た
課
題
を
多
面
的
に
検
討
し
た
い

稲
垣

      
淳
一

稲
垣

      
淳
一
議
員

 

　
除
雪
体
制
の
充
実
を
図
る

う
え
で
�
民
間
業
者
と
の
連
携

は
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
�
て

い
る
�
直
営
方
式
と
民
間
業
者

委
託
�
双
方
の
メ
リ
�
ト
及
び

デ
メ
リ
�
ト
は
�

　
　
直
営
に
よ
る
メ
リ
�
ト

は
�
天
候
や
路
面
状
況
の
変
化

に
よ
り
除
雪
作
業
計
画
が
随
時

変
更
さ
れ
る
こ
と
か
ら
�
緊
急

対
応
や
機
動
性
を
発
揮
す
る
こ

と
が
で
き
�
町
民
の
要
望
に
も

き
め
細
か
に
対
応
す
る
こ
と
が

で
き
る
�
デ
メ
リ
�
ト
と
し
て

は
�
冬
期
間
の
除
雪
作
業
に
従

事
す
る
臨
時
職
員
の
確
保
が
あ

る
�
ま
た
�
民
間
委
託
の
メ
リ

�
ト
は
�
民
間
事
業
者
が
持
つ

ノ
ウ
ハ
ウ
が
生
か
さ
れ
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
�
一
方
�
民
間

委
託
に
向
け
て
の
課
題
と
し

て
�
受
け
皿
と
な
る
事
業
者
の

受
け
入
れ
環
境
が
整
う
こ
と
が

必
要
と
な
る
こ
と
や
除
雪
車
両

の
設
備
投
資
の
問
題
が
あ
る
�

 

　
除
雪
事
業
の
民
間
委
託
の

考
え
は
�

 

　
民
間
委
託
の
メ
リ
�
ト
を

最
大
限
に
生
か
す
た
め
に
は
�

関
係
者
と
多
面
的
な
検
討
が
必

要
と
考
え
て
い
る
�
﹁
民
間
に

で
き
る
こ
と
は
民
間
へ
﹂
と
い

う
考
え
の
下
�
課
題
の
解
決
を

図
り
な
が
ら
�
直
営
と
委
託
の

あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

き
た
い
�

 

　
過
去
に
も
�
特
別
養
護
老

人
ホ
�
ム
な
ど
を
民
間
委
託
し

て
い
る
�
町
の
事
務
事
業
含
め

て
�
行
政
の
ス
リ
ム
化
が
こ
れ

か
ら
の
町
づ
く
り
の
大
前
提
と

な
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
�

 

　
こ
れ
ま
で
も
�
業
務
の
民

間
委
託
や
指
定
管
理
な
ど
取
り

組
ん
で
き
た
�
し
か
し
業
務
委

託
に
よ
�
て
�
コ
ス
ト
が
下
が

�
た
が
�
サ
�
ビ
ス
も
低
下
し

た
と
い
う
こ
と
が
な
い
よ
う

に
�
し
�
か
り
と
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
�

 

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業

︵
地
域
外
の
人
材
を
受
け
入

れ
�
地
域
協
力
活
動
を
行
�
て

も
ら
う
こ
と
で
�
地
域
力
の
維

持
・
強
化
を
図
�
て
い
く
︶
に

つ
い
て
�
ど
の
よ
う
な
分
野
・

内
容
で
人
材
を
募
集
す
る
の

か
�
ま
た
�
事
業
に
対
す
る
効

果
に
つ
い
て
伺
い
た
い
�

 

　
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
行

く
中
で
�
外
部
か
ら
の
視
点
に

よ
り
様
々
な
取
り
組
み
が
可
能

と
な
る
分
野
を
中
心
と
し
て
検

討
し
て
い
き
た
い
�
ま
た
�
事

業
の
成
果
と
し
て
�
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
と
町
民
と
の
協
働

に
よ
り
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ

て
い
き
�
本
町
へ
の
定
住
も
期

待
し
て
い
る
�

　
　
ス
ポ
�
ツ
レ
ベ
ル
の
向

上
�
ス
ポ
�
ツ
環
境
の
整
備
等

ス
ポ
�
ツ
に
特
化
し
た
人
材
を

採
用
し
�
町
を
盛
り
上
げ
て
い

く
考
え
は
な
い
か
�

 

　
指
導
者
の
育
成
は
�
子
ど

も
た
ち
の
活
躍
や
ス
ポ
�
ツ
を

通
じ
た
教
育
と
い
う
観
点
で
重

要
で
あ
り
�
ス
ポ
�
ツ
環
境
を

整
備
し
て
い
く
こ
と
が
�
健
や

か
な
子
ど
も
達
の
成
長
に
欠
か

せ
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
�

教
職
員
や
地
域
の
人
材
な
ど
�

指
導
者
の
育
成
を
図
る
と
と
も

に
�
ト
�
プ
ア
ス
リ
�
ト
の
人

材
活
用
や
専
門
職
員
の
登
用
も

含
め
�
調
査
研
究
し
た
い
�

 

　
美
幌
町
は
冬
の
ス
ポ
�
ツ

を
中
心
に
�
多
く
の
ト
�
プ
ア

ス
リ
�
ト
を
輩
出
し
て
い
る
�

一
流
を
極
め
た
人
は
�
視
野
が

広
く
�
色
々
な
見
方
が
で
き
る

と
思
う
が
ど
う
考
え
る
か
�

 

　
美
幌
町
出
身
の
選
手
が
�

全
国
・
世
界
で
活
躍
し
�
町
民

・
子
ど
も
達
に
と
�
て
大
き
な

力
と
な
�
て
い
る
�
こ
れ
は
�

本
人
の
努
力
は
も
と
よ
り
�
熱

心
な
指
導
者
に
よ
�
て
活
躍
で

き
る
と
思
�
て
い
る
�
本
町
出

身
の
ト
�
プ
ア
ス
リ
�
ト
が
力

を
貸
し
て
く
れ
る
の
は
本
当
に

あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
思
�
て

い
る
�

ス
ポ
�
ツ
専
門
職
員

登
用
の
考
え
は 

地
域
お
こ
し
協
力
隊

求
め
る
人
材
は 
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施
設
整
備

ア
ス
フ
�
ル
ト
基
盤
の
ス
ケ
�
ト
リ
ン
ク
整
備
の
考
え
は

財
源
・
用
地
の
確
保
な
ど
十
分
な
検
討
が
必
要

議
員

　
　
網
走
川
河
畔
公
園
河
川
敷

以
外
の
場
所
で
�
コ
ン
ク
リ
�

ト
・
ア
ス
フ
�
ル
ト
基
盤
の
ス

ケ
�
ト
リ
ン
ク
場
を
整
備
す
る

考
え
は
な
い
か
�

　
　
現
在
�
河
川
敷
地
に
お
い

て
�
12
月
下
旬
か
ら
２
月
中
旬

ま
で
利
用
可
能
な
ス
ケ
�
ト
リ

ン
ク
を
整
備
し
て
い
る
�
北
見

市
で
は
�
ア
ス
フ
�
ル
ト
基
盤

の
リ
ン
ク
を
約
４
億
７
千
万
円

で
整
備
し
て
お
り
�
施
設
整
備

に
は
�
財
源
の
確
保
が
必
要
で

あ
る
�
毎
年
�
リ
ン
ク
造
成
に

か
か
る
負
担
や
利
用
期
間
の
確

保
を
考
え
る
と
�
舗
装
さ
れ
た

専
用
リ
ン
ク
と
し
て
整
備
を
行

う
こ
と
が
望
ま
し
い
が
�
用
地

の
確
保
も
含
め
今
後
十
分
な
検

討
が
必
要
で
あ
る
�

　
　
今
後
�
屋
内
多
目
的
運
動

場
の
整
備
も
行
わ
れ
る
予
定
だ

が
�
あ
わ
せ
て
ス
ケ
�
ト
リ
ン

ク
場
を
整
備
し
て
は
ど
う
か
�

　
　
現
在
�
ス
ケ
�
ト
協
会
か

ら
�
夜
間
照
明
の
増
設
や
音
響

設
備
の
整
備
な
ど
に
つ
い
て
要

望
が
あ
る
�
そ
れ
ら
の
内
容
も

協
議
し
な
が
ら
考
え
て
い
き
た

い
�

　
　
災
害
及
び
除
排
雪
時
に
お

け
る
作
業
方
法
及
び
作
業
体
制

に
つ
い
て
�

①
建
設
水
道
部
内
の
職
員
の
連

携
は
と
れ
て
い
る
の
か
�

②
技
術
系
職
員
の
経
験
錬
磨
は

向
上
し
て
い
る
の
か
�

③
運
転
手
・
作
業
員
の
臨
時
職

員
に
対
し
て
�
適
切
な
指
示
が

な
さ
れ
て
い
る
の
か
�
ま
た
�

臨
時
作
業
員
の
研
修
は
実
施
さ

れ
て
い
る
の
か
�

　
　
①
大
雨
災
害
時
に
は
�
常

に
迅
速
か
つ
臨
機
応
変
な
対
応

が
求
め
ら
れ
�
ま
た
危
険
も
伴

う
こ
と
か
ら
�
全
職
員
が
連
携

を
密
に
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
�
ま
た
�
除
排
雪
時
に
お
い

て
も
一
斉
除
雪
時
や
除
排
雪
後

の
道
路
確
認
な
ど
�
全
職
員
が

連
携
し
対
応
し
て
い
る
�

②
道
路
や
水
道
施
設
な
ど
の
建

設
・
修
繕
に
従
事
す
る
技
術
系

職
員
は
�
技
術
の
習
得
に
多
く

の
経
験
を
必
要
と
す
る
こ
と
か

ら
�
主
幹
・
主
査
の
指
示
助
言

を
受
け
な
が
ら
現
場
監
督
業
務

に
従
事
し
て
い
る
�

③
運
転
手
・
作
業
員
へ
の
業
務

の
指
示
�
作
業
日
程
や
内
容

は
�
主
幹
や
維
持
・
管
理
担
当

職
員
の
指
示
の
下
�
作
業
を
行

い
現
場
確
認
を
行
�
て
い
る
�

ま
た
�
研
修
に
つ
い
て
は
�
毎

年
�
除
雪
会
議
時
に
美
幌
警
察

署
地
域
交
通
課
に
除
雪
に
関
す

る
注
意
事
項
と
除
雪
時
の
事
故

防
止
を
目
的
と
し
た
交
通
講
話

を
お
願
い
し
て
い
る
他
�
道
路

維
持
作
業
に
係
る
安
全
衛
生
研

修
に
計
画
的
に
参
加
し
て
い

る
�

　
　
除
雪
作
業
時
�
特
に
大
雪

の
際
に
は
�
技
術
系
職
員
ば
か

り
で
な
く
�
事
務
職
員
含
め
て

町
内
の
状
況
を
確
認
し
連
携
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う

か
�

　
　
職
員
は
�
常
に
現
場
で
確

認
�
指
摘
を
受
け
な
が
ら
経
験

を
積
み
重
ね
て
い
る
�
職
員
相

互
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
技
術

向
上
を
図
�
て
い
き
た
い
�

災

害

・

除

排

雪

作
業
体
制
に
つ
い
て

吉
住

　 
博
幸

吉
住

　 
博
幸
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子
育
て
支
援

子
ど
も
の
通
院
医
療
費
助
成
拡
大
の
時
期
は

財
源
確
保
を
図
り
前
向
き
に
検
討
し
た
い

大
江

　 
道
男

大
江

　 
道
男
議
員

　
　
平
成
26
年
12
月
30
日
に
議

会
に
よ
る
政
策
提
言
を
行
�

た
�
内
容
は
�
美
幌
町
が
子
育

て
支
援
オ
ホ
�
ツ
ク
Ｎ
Ｏ
１
の

町
を
目
指
し
て
﹁
少
な
く
と
も

中
学
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費
無

料
化
﹂
で
あ
る
�
し
か
し
�
平
成

29
年
度
予
算
に
お
い
て
も
�
通

院
医
療
費
助
成
拡
大
は
見
送
ら

れ
て
い
る
�
町
政
執
行
方
針
で

は
﹁
通
院
に
係
わ
る
助
成
拡
大

に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
る
﹂

と
あ
る
が
�
拡
大
の
検
討
状
況

や
時
期
は
�

　
　
通
院
医
療
費
助
成
を
小
学

生
に
拡
大
し
た
場
合
�
約
２
　

３
０
０
万
円
の
増
額
�
更
に
中

学
生
ま
で
拡
大
す
る
と
約
３
　

２
０
０
万
円
の
増
額
と
な
り
�

最
大
で
約
６ 

１
０
０
万
円
の
予

算
が
必
要
に
な
る
と
試
算
し
て

い
る
�
医
療
費
助
成
は
恒
久
的

な
多
額
の
財
政
負
担
を
後
世
に

強
い
る
も
の
と
な
り
�
半
永
久

的
な
事
業
と
な
り
得
る
た
め
�

導
入
に
際
し
て
は
慎
重
に
検
討

を
重
ね
て
決
断
し
た
い
�

　
　
町
を
挙
げ
て
�
子
育
て
支

援
を
や
�
て
い
こ
う
�
安
心
し

て
子
ど
も
を
こ
の
町
で
育
て
て

い
こ
う
と
い
う
状
況
で
�
美
幌

町
の
テ
ン
ポ
は
大
変
遅
い
と
思

う
が
ど
う
か
�

　
　
医
療
費
無
料
化
の
実
施
に

つ
い
て
は
�
全
国
の
市
町
村
で

競
争
の
よ
う
に
な
�
て
い
る
�

財
政
格
差
が
医
療
格
差
に
な
�

て
は
い
け
な
い
と
思
う
の
で
�

基
本
的
に
は
�
国
が
す
べ
て
医

療
費
助
成
を
す
べ
き
だ
と
思
�

て
い
る
�
引
き
続
き
�
国
や
道

に
訴
え
て
い
き
た
い
�

　
　
学
校
給
食
費
の
補
助
を
道

内
79
市
町
村
︵
44
％
︶
で
実
施

し
て
お
り
�
美
幌
町
で
も
積
極

的
に
検
討
す
べ
き
と
考
え
る

が
�
検
討
経
過
を
伺
い
た
い
�

　
　
様
々
な
子
育
て
支
援
事
業

に
取
り
組
む
中
�
学
校
給
食
費

に
つ
い
て
も
助
成
す
る
市
町
村

が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
�
今

後
�
調
査
・
研
究
す
べ
き
も
の

と
考
え
て
い
る
が
�
就
学
援
助

制
度
に
よ
り
�
準
要
保
護
児
童

生
徒
な
ど
を
対
象
に
給
食
費
負

担
分
の
給
付
が
な
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
�
現
状
に
お
い
て

は
�
新
た
な
助
成
は
考
え
て
い

な
い
�

　
　
全
国
の
住
宅
耐
震
化
率

は
�
79
％
�
特
定
建
築
物
︵
特

定
用
途
に
利
用
さ
れ
る
部
分

の
面
積
が
�
３ 

０
０
０
㎡
以
上

︵
学
校
教
育
法
第
１
条
に
規

定
す
る
学
校
の
場
合
は
８  

０
０

０
㎡
以
上
︶
の
建
築
物
︶
は
�

約
80
％
と
な
�
て
い
る
�
美
幌

町
の
住
宅
・
建
築
物
の
耐
震
化

の
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
�
て

い
る
の
か
伺
い
た
い
�

　
　
平
成
27
年
度
が
最
終
年
度

と
な
る
耐
震
改
修
促
進
計
画
が

終
了
し
た
こ
と
か
ら
�
計
画
期

間
を
平
成
33
年
度
ま
で
と
す
る

見
直
し
を
進
め
て
い
る
�
前
計

画
が
終
了
し
た
平
成
27
年
度
で

は
�
住
宅
７
５  

８
％
�
特
定
建
築

物
８
１  

３
％
と
な
�
て
い
る
�

　
　
美
幌
町
の
住
宅
等
耐
震
化

目
標
達
成
の
可
能
性
と
課
題

は
�

　
　
現
在
�
見
直
し
作
業
中
の

耐
震
改
修
促
進
計
画
は
�
目
標

年
度
を
平
成
33
年
度
と
し
�
耐

震
化
率
は
国
及
び
北
海
道
の
計

画
目
標
に
添
�
た
95
％
と
し

た
�
耐
震
改
修
工
事
を
行
う
際

に
は
�
工
事
費
が
多
額
に
な
る

こ
と
な
ど
�
目
標
達
成
は
か
な

り
ハ
�
ド
ル
が
高
い
と
認
識
し

て
い
る
�

 

　
﹁
安
価
な
耐
震
化
工
事
﹂

を
目
指
し
て
�
安
価
・
合
理
的

に
実
施
す
る
工
法
の
開
発
が
行

わ
れ
て
い
る
�
美
幌
町
で
の
工

法
の
開
発
・
普
及
は
ど
の
よ
う

な
状
況
か
伺
い
た
い
�

 

　
現
在
の
と
こ
ろ
�
安
価
な

耐
震
化
工
法
を
開
発
し
て
い
る

状
況
に
な
い
が
�
北
方
建
築
総

合
研
究
所
で
作
成
し
て
い
る

﹁
住
宅
の
性
能
向
上
リ
フ
�
�

ム
マ
ニ
�
ア
ル
﹂
の
情
報
を
リ

フ
�
�
ム
促
進
補
助
事
業
に
併

せ
た
耐
震
改
修
補
助
事
業
を
促

進
す
る
中
で
周
知
し
て
い
き
た

い
�

住

宅

等

耐

震

改

修

状
況
と
課
題
は 

，

，

，

，

，

．

．
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観
光
政
策

美
幌
町
観
光
の
発
展
に
向
け
た
考
え
方
は

美
幌
峠
を
核
と
し
た
観
光
振
興
を
図
�
て
い
き
た
い

　
　
美
幌
町
は
�
新
た
に
﹁
美

幌
町
観
光
振
興
革
新
戦
略
ビ
ジ

�
ン
﹂
を
策
定
し
�
な
お
一
層

の
魅
力
あ
る
観
光
を
再
構
築
す

る
意
思
表
示
を
行
�
た
�
今
後

の
観
光
発
展
に
向
け
て
の
考
え

を
伺
い
た
い
�

　
　
﹁
美
幌
町
観
光
振
興
革
新

戦
略
ビ
ジ
�
ン
﹂
は
�
大
き
く

変
化
す
る
観
光
客
の
旅
行
形
態

や
観
光
ニ
�
ズ
に
対
応
し
�
年

々
減
少
す
る
観
光
入
込
数
の
安

定
維
持
�
拡
大
を
図
る
た
め
策

定
さ
れ
た
�
戦
略
ビ
ジ
�
ン
で

掲
げ
た
施
策
を
着
実
に
実
行
す

る
た
め
�
観
光
物
産
協
会
�
商

工
会
議
所
と
協
議
及
び
進
行
管

理
し
な
が
ら
推
進
し
て
い
る
�

本
町
観
光
の
拠
点
は
美
幌
峠
で

あ
り
�
美
幌
峠
を
核
と
し
た
観

光
振
興
を
図
り
�
美
幌
峠
に
来

た
観
光
客
を
い
か
に
美
幌
町
内

に
呼
び
込
み
�
消
費
に
つ
な
げ

て
い
け
る
か
が
重
要
と
考
え
て

い
る
�
観
光
拠
点
の
更
な
る
魅

力
ア
�
プ
と
事
業
展
開
を
図

り
�
関
係
団
体
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
観
光
振
興
を
推
進
し
て

い
き
た
い
�

 

　
地
域
独
自
の
魅
力
や
価
値

の
向
上
�
地
域
力
を
高
め
る
た

め
�
外
部
専
門
家
で
あ
る
�
地

域
力
創
造
ア
ド
バ
イ
ザ
�
を
招

へ
い
す
る
考
え
は
�

 

　
現
在
�
商
工
会
議
所
が
中

心
と
な
�
て
�
美
幌
ニ
�
�
ツ

�
リ
ズ
ム
開
発
委
員
会
︵
美
幌

町
の
魅
力
を
再
発
信
し
�
新
た

な
観
光
メ
ニ
�
�
の
開
発
を
目

指
す
︶
を
立
ち
上
げ
準
備
を
進

め
て
い
る
�

 

　
観
光
政
策
に
お
い
て
必
要

不
可
欠
な
要
素
の
ひ
と
つ
と
し

て
�
宿
泊
施
設
が
あ
る
�
最
近

で
は
�
自
治
体
や
各
団
体
に
よ

る
空
き
家
を
利
用
し
た
民
泊
を

含
め
た
観
光
資
源
の
活
用
が
盛

ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
�

国
も
法
整
備
を
し
て
積
極
的
に

推
し
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
�

美
幌
町
も
空
き
家
を
有
効
利
用

し
た
宿
泊
施
設
を
増
や
す
考
え

は
な
い
か
�

　
　
﹁
第
６
期
美
幌
町
総
合
計

画
﹂
及
び
﹁
美
幌
町
観
光
振
興

革
新
戦
略
ビ
ジ
�
ン
﹂
に
お
い

て
も
宿
泊
施
設
の
誘
致
を
掲
げ

て
お
り
�
商
工
会
議
所
を
は
じ

め
と
し
た
関
係
団
体
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
誘
致
に
向
け
て
努

力
し
て
い
き
た
い
�
空
き
家
を

活
用
し
た
�
民
泊
施
設
を
開
業

す
る
上
で
は
�
東
京
圏
・
関
西

圏
な
ど
の
﹁
国
家
戦
略
特
区
﹂
エ

リ
ア
の
一
部
を
除
き
�
旅
館
業

法
・
消
防
法
・
建
築
基
準
法
等

の
様
々
な
法
的
規
制
が
あ
り
�

多
く
の
課
題
が
あ
る
�
現
段
階

に
お
い
て
�
本
町
で
﹁
空
き
家
﹂

を
宿
泊
施
設
と
し
て
活
用
す
る

こ
と
は
難
し
い
状
況
で
は
あ
る

が
�
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
き
た
い
�

　
　
町
の
施
設
で
空
い
て
い
る

空
間
を
利
用
し
て
宿
泊
施
設
に

す
る
な
ど
�
柔
軟
な
考
え
方
も

あ
�
て
良
い
と
思
う
が
ど
う

か
�

　
　
寝
具
を
提
供
す
る
簡
易
宿

泊
施
設
と
し
て
も
�
旅
館
業
法

に
基
づ
い
て
許
可
を
と
ら
な
け

れ
ば
�
法
的
に
認
め
ら
れ
な
い

こ
と
に
な
�
て
い
る
�
全
国
に

は
特
区
︵
地
方
自
治
体
が
申
請

し
�
国
が
認
可
す
る
︶
に
よ
り
�

26
の
宿
泊
施
設
が
あ
る
が
�
北

海
道
内
に
は
な
い
状
況
で
あ
り

難
し
い
�

　
　
宿
泊
施
設
の
誘
致
活
動
を

ど
の
よ
う
に
行
�
て
い
る
の
か

伺
い
た
い
�

　
　
民
業
圧
迫
な
ど
の
問
題
が

あ
り
�
町
が
主
体
的
に
関
わ
�

て
い
く
こ
と
は
難
し
い
が
�
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
�
観
光
全
体

の
発
展
は
難
し
い
と
思
�
て
い

る
�

観

光

宿

泊

施

設

民
泊
の
可
能
性
は

議
員

高
橋

     
秀
明

高
橋

     
秀
明
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災
害
対
策

マ
ン
ホ
�
ル
ト
イ
レ
を
整
備
を
す
る
考
え
は

災
害
時
備
蓄
計
画
に
基
づ
き
進
め
て
い
き
た
い

岡
本

  
美
代
子

岡
本

  
美
代
子
議
員

　
　
災
害
時
の
ト
イ
レ
の
提
供

は
重
要
で
あ
り
�
国
や
自
治
体

で
対
策
を
進
め
て
い
る
�
昨
年

４
月
の
熊
本
地
震
に
お
い
て

は
�
水
洗
ト
イ
レ
の
感
覚
で
利

用
で
き
る
﹁
マ
ン
ホ
�
ル
ト
イ

レ
﹂
を
事
前
整
備
し
て
い
た
た

め
�
利
用
者
か
ら
大
変
好
評
で

あ
�
た
�
美
幌
町
に
お
い
て
も

災
害
対
策
と
し
て
�
今
後
の
公

共
施
設
整
備
や
改
築
時
�
避
難

所
改
築
時
に
ト
イ
レ
整
備
の
調

査
・
研
究
を
し
て
い
く
考
え
が

あ
る
か
伺
い
た
い
�

 

　
美
幌
町
の
災
害
時
の
ト
イ

レ
整
備
状
況
に
つ
い
て
は
�

災
害
時
備
蓄
計
画
に
基
づ

き
�
平
成
30
年
度
ま
で
に
�

仮
設
ト
イ
レ
32
基
�
非
常

用
ト
イ
レ
袋
３
０
０
枚
を
配

備
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
�
今

後
�
下
水
道
事
業
の
総
合
的
な

安
全
対
策
を
進
め
て
い
く
中

で
�
マ
ン
ホ
�
ル
ト
イ
レ
の
整

備
に
つ
い
て
�
公
共
施
設
の
整

備
と
あ
わ
せ
検
討
し
て
い
き
た

い
�

 

　
マ
ン
ホ
�
ル
ト
イ
レ
は
�

衛
生
面
に
お
い
て
も
優
れ
て
い

る
が
�
設
置
す
る
の
に
不
都
合

は
あ
る
の
か
�

 

　
下
水
道
管
及
び
マ
ン
ホ
�

ル
の
上
に
ト
イ
レ
を
設
置
す
る

た
め
�
地
震
等
で
下
水
道
管
が

破
損
し
た
場
合
に
は
�
使
え
な

く
な
る
可
能
性
が
あ
る
�
ま
た
�

５
基
設
置
す
る
場
合
の
試
算
を

し
た
と
こ
ろ
�
約
５
５
０
万
円

と
な
り
�
各
避
難
所
全
て
に
設

置
し
た
場
合
�
多
額
の
事
業
費

が
必
要
と
な
る
�

 

　
不
妊
は
女
性
だ
け
の
問
題

で
は
な
く
�
原
因
の
半
数
が
男

性
側
に
も
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

る
�
無
精
子
症
や
乏
精
子
症
な

ど
�
男
性
が
不
妊
か
ど
う
か
の

確
認
を
す
る
た
め
�
美
幌
町
国

民
健
康
保
険
病
院
で
の
検
査
・

治
療
体
制
は
ど
の
よ
う
に
な
�

て
い
る
の
か
伺
い
た
い
�
ま
た
�

男
性
の
不
妊
治
療
助
成
制
度
に

つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
�

　
　
国
保
病
院
泌
尿
器
科
に
お

い
て
�
一
般
的
な
精
液
検
査
の

ほ
か
�
ホ
ル
モ
ン
検
査
�
精
索

静
脈
り
�
う
超
音
波
検
査
が
可

能
で
あ
り
�
異
常
所
見
が
あ
�

た
場
合
は
�
薬
物
・
手
術
療
法

に
よ
る
治
療
が
可
能
と
な
�
て

い
る
�
ま
た
�
男
性
の
不
妊
治
療

に
対
す
る
助
成
に
つ
い
て
は
�

国
の
制
度
に
よ
り
15
万
円
を
上

限
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
�
北

海
道
の
事
業
と
し
て
�
第
２
子

以
降
の
拡
充
し
た
助
成
も
行
�

て
い
る
�

　
　
国
保
病
院
に
お
い
て
�
検

査
・
治
療
が
可
能
で
あ
る
こ
と

を
広
く
町
民
に
知
ら
せ
る
こ
と

が
必
要
で
は
�

　
　
国
保
病
院
広
報
誌
﹁
一
期

一
会
﹂
や
ホ
�
ム
ペ
�
ジ
を
利

用
し
て
情
報
提
供
に
努
め
て
い

き
た
い
�

　
　
美
幌
高
校
を
地
域
の
魅
力

あ
る
高
校
と
し
て
守
る
取
り
組

み
は
最
重
要
課
題
で
あ
り
�
生

徒
確
保
対
策
を
拡
大
す
べ
き
と

考
え
る
�
今
後
の
支
援
策
に
つ

い
て
伺
い
た
い
�

　
　
美
幌
高
校
農
業
科
の
間
口

確
保
対
策
と
し
て
�
平
成
29
年

度
予
算
に
お
い
て
�
町
外
か
ら

入
学
す
る
生
徒
の
保
護
者
に
対

し
�
10
万
円
を
助
成
す
る
予
定

で
あ
る
�
ま
た
�
ニ
�
�
ジ
�

ラ
ン
ド
の
留
学
派
遣
事
業
の
継

続
や
美
幌
高
校
生
に
よ
る
美
幌

伝
導
大
使
の
取
り
組
み
に
対
し

て
積
極
的
に
支
援
を
行
う
こ
と

と
し
て
い
る
�
そ
の
他
�
マ
ラ

ソ
ン
大
会
へ
の
ス
ク
�
ル
バ
ス

の
臨
時
運
行
�
美
幌
高
校
の
協

力
に
よ
る
古
典
文
学
講
座
や
美

幌
高
校
町
民
開
放
講
座
の
開
催

な
ど
�
継
続
し
て
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
た
い
�

　
　
美
幌
高
校
は
道
立
の
た

め
�
町
が
ど
れ
だ
け
関
わ
れ
る

の
か
と
い
う
問
題
を
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か
�

　
　
高
校
の
間
口
問
題
も
含
め

て
�
道
教
育
委
員
会
に
は
�
し

�
か
り
と
取
り
組
ん
で
ほ
し
い

が
�
地
域
の
高
校
を
守
る
た
め

に
も
�
町
が
総
力
を
挙
げ
て
対

応
し
て
い
き
た
い
�

美
幌
高
校
生
徒
確
保

支
援
の
考
え
は

男
性
不
妊
検
査
・
治
療

国
保
病
院
で
の
対
応
は

〜 マンホールトイレ 〜

〜 美幌高校 〜
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あ 

と 

が 

き

▼
青
く
澄
ん
だ
大
空
に
勢

い
よ
く
泳
ぐ
鯉
の
ぼ
り
�

ま
た
野
外
で
は
子
ど
も
達

の
遊
ぶ
元
気
な
声
が
聞
こ

え
躍
動
す
る
季
節
を
迎
え

ま
し
た
�

▼
畑
で
は
苗
植
え
が
始
ま

�
て
い
ま
す
�
今
年
は
災

害
に
遭
わ
ず
笑
顔
満
開
で

実
り
の
秋
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
よ
う
豊
作
を

祈
り
ま
す
�

▼
木
育
広
場
﹁
き
て
ら
す
﹂

の
利
用
者
が
３
月
30
日
�

５
万
人
に
達
成
し
ま
し
た
�

▼
今
年
３
月
の
定
例
会
で

は
�
新
し
い
試
み
と
し
て
�

新
年
度
予
算
に
対
す
る
疑

問
点
を
各
議
員
が
整
理
し

た
あ
と
�
本
会
議
で
質
疑

を
行
い
�
﹁
議
会
の
見
え

る
化
﹂
に
取
り
組
み
ま
し

た
�
引
き
続
き
�
町
民
の

負
託
に
応
え
る
た
め
全
議

員
一
丸
と
な
�
て
頑
張
り

ま
す
�

議
会
広
報
編
集
委
員
会

委
員
長
　
早
　
　
仁
志

委
　
員
　
坂
田
美
栄
子

委
　
員
　
中
嶋
す
み
江

　定例会は年４回（３月・６月・９月・12月）開

かれ、臨時会は必要に応じて随時開かれます。

議場入口にある受付票に住所及び氏名を記入い

ただければ、どなたでも議会を傍聴できます。

みなさんの生の声をお聞かせください。

議員一同お待ちしています。

日程など決まり次第、広報、ホームページ

によりご案内いたします。

　議会の様子を速やかにお伝えするための「本
会議開会中のライブ中継」や常任委員会の開催
日などもお知らせしています。町議会を町民の
皆様にもっと良く知っていただき、少しでも身
近に感じていただくためにも皆様のアクセスを
お待ちしています。

　２月１３日（月）、平成２８年度第３回目の自治基本条例に基づく「議会報告会と意見交換会」をマナビティ

ーセンター（昼の部）としゃきっとプラザ集団健診ホール（夜の部）で開催し、３０名の方が参加しました。

　大原議長から１１月臨時会・１２月定例会・１２月臨時会の審議内容（決算審査特別委員会決算認定、常任

委員会事務調査結果など）について報告しました。

　議会報告会に引き続き、参加者の皆さんと意見交換を行いました。主な内容は以下のとおりです。

◆ 中心市街地の活性化について

　 スマッピーカードチャージのイベントはいつも盛況である。今後の街づくりに活かしてほしい。

◆ 子どもの医療費無料化について

　 医療費無料化については、中学生の入院まで拡大した。通院（外来）も含めた無料化に期待したい。

◆ ふるさとづくりについて

　 子どもの心に何を残せるか。様々なイベントで、ふるさとの思い出を作ってあげてほしい。

６月定例会は６月２０日（火）頃

から開かれる予定です

日程が正式に決まり次第、町のホーム
ページなどでお知らせします。

議会を傍聴しませんか議会ホームページも
ご覧ください

平成28年度第３回議会報告会・意見交換会を開催しました
〜 「住み続けたくなるまち」をテーマに意見交換 〜

平成29年度議会報告会・意見交換会を開催する予定です！
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